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住みよい白石をつくる丼め

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

＊自然を愛し　住みよい白石を　つく1）ます。

＊文化を高め　美しい心を　そだてます。

＊健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

＊仕事にはげみ　豊かな郷土を　つく『）ます。

＊きまりを守り　明るい社会を　きずきます。



施政方針
ず
君

、
塗
サ

千50万円増の51億2百万円、特別

会計を加えると予算総額68億3千

2百6万2千円となりi7．3％の伸

ぴ率となっています。

市
・
騒
福
祉
6
教
育
緩
㎜
先

　
第
百
六
十
七
回
白
石
市
議
会
定
例

会
に
当
り
昭
和
五
十
四
年
度
当
初
予

算
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
伴

い
ま
し
て
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、

各
位
の
御
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
昨
年
は
思
い
も
よ
ら
ず
健
康
を
害

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
様
の
格

段
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
市
政
は

停
滞
す
る
こ
と
な
く
順
調
に
進
展
い

た
し
て
お
る
こ
と
に
対
し
、
哀
心
よ

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
基
本
構

想
、
基
本
計
画
の
見
直
し
も
、
総
合

計
画
審
議
会
委
員
の
方
々
並
び
に
議

会
に
お
け
る
熱
心
な
討
議
に
よ
り
、

無
事
終
了
し
、
本
市
の
進
む
べ
き
方

向
が
こ
こ
に
確
立
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
新
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
き
め
細
か
な
実
施
計
画

の
も
と
に
、
市
民
と
も
ど
も
実
施
に

向
け
て
努
力
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
唖

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
予
算
編
成
に

ぐ

際
し
ま
し
て
は
、
見
通
し
の
き
く
財

源
の
範
囲
に
お
い
て
、
従
来
ど
お
り

健
全
財
政
の
維
持
を
図
る
考
え
方
に

は
、
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
以

下
基
本
的
な
見
解
を
申
し
述
べ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

地
域
社
会
づ
く
り

　
先
ず
第
一
に
、
愛
情
と
連
帯
に
支

え
ら
れ
た
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
鷹
ノ
巣
地
区
を
県
の

モ
デ
ル
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
地
域
と
し
て

指
定
を
受
け
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
活
動

を
通
じ
て
住
民
参
加
の
意
欲
を
助
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
渇
れ
問
題

　
第
二
に
、
越
河
、
斎
川
地
区
の
水

渇
れ
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
と

国
鉄
間
で
恒
久
対
策
の
水
源
に
つ
い

て
基
本
的
な
了
解
点
に
達
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
、
関
係
住
民
を
交
え

て
検
討
し
、
具
体
策
に
つ
い
て
も
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
白
石
駅
前
の
区
画
整
理

　
第
三
に
、
東
北
新
幹
線
新
白
石
駅

周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
換
地
設
計
を
地
権
者
に
対
し

供
覧
に
付
し
、
区
画
整
理
審
議
会
の

決
定
を
ま
っ
て
仮
換
地
の
指
定
を
行

な
う
こ
と
も
に
、
雁
狩
橋
の
橋
梁
工

事
、
白
石
沖
和
貢
前
線
の
内
駅
前
広

場
に
接
続
す
る
部
分
の
工
事
に
着
手

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
問
題

　
第
四
に
、
教
育
関
係
に
つ
い
て
は

学
校
教
育
、
社
会
教
育
と
も
施
設
整

備
に
重
点
を
置
き
、
第
一
に
幼
稚
園

の
改
築
、
大
鷹
沢
小
学
校
の
新
築
、
中

央
公
民
館
の
用
地
取
得
、
深
谷
公
民

館
の
新
設
を
図
り
、
更
に
は
中
学
校

生
徒
に
対
す
る
学
校
給
食
を
実
施
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

自
石
川
の
河
道
整
備

　
第
五
に
、
白
石
川
河
道
整
備
事
業

は
、
所
有
権
移
転
に
つ
い
て
非
常
に

困
難
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
所
有
権

移
転
可
能
な
も
の
か
ら
土
地
買
収
を

行
な
い
早
期
完
了
を
図
り
た
い
と
存

　
　
‘
・

じ
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
に
、
市
民
憲
章
の
推
　
2

進
、
白
石
消
防
署
の
移
転
、
ご
み
処

理
場
の
建
設
、
益
岡
公
園
の
施
設
整

備
、
山
根
用
排
水
路
の
改
修
、
市
道

農
道
の
改
良
整
備
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
費
補
助
等
重
要
事
業

の
実
現
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
逐
行
す
る
た
め

総
額
五
十
一
億
二
百
万
円
の
歳
出
を

計
上
し
、
そ
れ
に
見
合
う
歳
入
の
見
，

通
し
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、
一

部
予
算
未
計
上
の
も
の
も
あ
り
ま
す

の
で
、
財
源
の
見
通
し
が
つ
き
次
第

補
完
を
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
市
政

の
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
述
べ
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
執
行
に

つ
き
ま
し
て
は
、
最
大
の
努
力
を
払

う
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
並

び
に
市
民
の
方
々
の
御
理
解
と
御
協

力
を
切
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
本
年
度
予
算
編
成
に
当
っ
て
は
、

多
数
の
財
政
需
要
を
か
か
え
て
い
る

反
面
、
こ
れ
に
対
処
す
る
財
源
の
確

保
ば
難
し
く
、
経
済
の
低
成
長
下
で

市
税
の
伸
び
な
や
み
、
地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金
の
特
定
財
源
に
つ
い
て

も
、
増
収
は
期
待
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
財
源
の
不
足
は
地
方
債
に
た
よ

る
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～、
　　　　　　　　　　　　　今年度第i回の定例市議会が3月8日招集され、54年

　　　　　　　　　　　　度の一般会計、特別会計の当初予算及び昭和53年度補正

　　　　　　　　　　　　予算並ぴに条例の一部改正等27議案を原案どおり可決、

　　　　　　　　　　　　　3月20日までの13日問の会期の幕を閉じました。

　　　　　　　　　　　　　54年度の予算の規模は、一般会計が前年度より5億9
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限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
運
用

す
る
た
め
、
一
般
行
政
経
費
の
節
減
、

市
民
生
活
の
安
定
確
保
等
を
重
点
に
、

財
源
配
分
を
し
、
経
費
支
出
の
効
率

化
を
は
か
り
、
計
画
に
も
と
づ
く
都

市
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
、

基
本
的
考
え
で
、
本
年
度
の
予
算
編

成
を
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
歳
入
歳

出
の
予
算
は
次
の
と
お
り
で
、
本
年

度
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

羨
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入からみて

ま24．8％

般会計

　
歳
入
は
市
民
が
直
接
納
め
る
市
税

（
こ
の
中
に
は
市
内
で
販
売
さ
れ
た

数
量
に
も
と
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
、

た
ば
こ
消
費
税
一
億
一
千
六
百
十
六

万
二
千
円
が
含
ま
れ
る
）
が
全
体
の

一
．
一
十
四
・
八
％
に
あ
た
る
十
二
億
六

千
六
百
六
十
七
万
円
。
つ
い
で
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
が
十
六
億
六
千
九

百
十
七
万
一
千
円
、
国
庫
支
出
金
が

86，418千円　1．7％

6，102千円　0．1％

62，010千円　1．2％

5，198千円　　0．1％

地　方　譲　与　税

娯楽施設利用税
自動車取得税交付金
交通対策安全特別交付金

0．9％

1．3％

0．4％

4．0％

1，9％

分担金及負担金47，311千円

使用料及手数料63，627千円

財産収入　　　17，300千円

繰入金　　　　205，778千円

諸収入　　　　95，651千円

　市　　　　税

2億66，670千円　24．8％

他のそ

九
億
三
千
百
七
十
三
万
九
千
円
、
市

債
が
四
億
九
百
八
十
万
円
、
そ
れ
に

県
支
出
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

諸
収
入
な
ど
総
額
五
十
一
億
二
百
万

円
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

地方交付税

6億69，17汗円
　　32，7％

歳入
51億200万円
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掌
糾

炉
，

4．6％2億35，221千円
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快
適
な
生
活
　
　
憐
．

雛鍵緩藩
　
議
会
費
口
一
億
二
千
百
五
十
九
万

六
千
円
、
議
会
運
営
費
及
び
事
務
局

に
用
す
る
費
用
と
し
て
。

　
総
務
費
”
七
億
五
千
七
百
四
十
八

万
八
千
円
こ
の
中
に
は
交
通
安
全
対

策
費
一
千
三
百
十
五
万
五
千
円
、
広

報
関
係
に
一
千
四
百
七
十
二
万
七
千

円
、
行
政
連
絡
費
と
し
て
一
千
七
百

六
十
三
万
三
千
円
、
税
務
関
係
に
一

億
百
八
万
二
千
円
、
戸
籍
住
民
基
本

3



台
帳
関
係
に
三
干
七
百
五
十
三
万
円
、

選
挙
関
係
と
し
て
二
千
三
百
八
十
六

万
円
、
統
計
調
査
費
『
千
二
百
二
十

八
万
五
千
円
、
監
査
委
員
会
費
に
］

千
二
百
万
七
千
円
な
ど
が
計
上
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
消
防
費
”
二
億
四
千
九
十
五
万
五

千
円
、
こ
の
中
に
は
白
石
消
防
署
庁

舎
建
設
用
地
費
等
負
担
金
五
千
八
百

七
十
七
万
三
千
円
、
消
防
団
経
費
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
育
成
補
助
金
等
三

千
八
百
六
十
三
万
六
千
円
が
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　　　　市民の福祉：｛
　　　　　　　　減　10億4，001万円　　誕

　老人福祉に　 讐

2億6，779万2千円

　
民
生
費
H
十
億
四
千
一
万
円
、
こ

の
中
に
は
身
体
障
害
者
福
祉
費
と
し

て
一
干
四
百
六
十
五
万
五
干
円

白
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
助
成
金

四
百
八
十
六
万
五
千
円
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
補
助

金
二
千
万
円
、
精
薄
者
施
設
入

　
　
　
「

所
者
扶
助
費
四
千
三
百
五
十

万
七
干
円
な
ど
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
身
体
障
害

者
福
祉
費
一
千
四
百
六
十
五

万
五
千
円
、
老
人
福
祉
費
二
憶

六
千
七
百
七
十
九
万
二
千
円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
一
千

二
百
八
十
万
四
千
円
、
児
童

福
祉
費
二
億
八
千
七
百
十
四

万
三
千
円
、
生
活
保
護
費
三

億
二
百
四
十
三
万
二
千
円
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
衛
生
費
H
四
億
二
千
百
四

十
七
万
八
千
円
、
こ
の
中
に
は

各
種
検
診
委
託
料
二
干
六
百

十
四
万
一
千
円
、
環
境
衛
生
費

八
百
十
四
万
五
干
円
、
成
人

病
検
診
な
ど
地
域
医
療
対
策

費
百
七
万
五
千
円
、
公
害
対

策
費
百
八
十
万
円
、
清
掃
費

二
億
八
千
四
十
五
万
九
千
円

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
w

　
労
働
費
”
四
千
三
百
十
八
万

円
、
こ
の
中
に
は
失
業
対
策

事
業
費
］
千
五
百
六
十
五
万
、

三
千
円
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
榊

ム
、
働
く
婦
入
の
家
運
営
費
識

二
千
七
百
五
十
二
万
七
千
円
な
啓

ど
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
蜘

改築される大鷹沢小学校

4

労働費　43，180千円　　0．8％

災害復旧費　　3，393干円　　0．1％

予備費37，690干円　0，7％

民生費

10億40，010千円

　　　20，4％

　1億21，59肝万円2，4％

　ll意27・071仲12．5％

　　　　　　　　　　甚
2億4・，酬14，7％轍
　　　　　　　癒，　母
　　　　　　　　，趣
　　　　　　　　　蒔

教育費

∋億88，017干円

　　　L9．4％歳出
51億200万円
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拠
賑
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姻
へ
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、
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、
、
魂
巌
燈
　
，
、
、
貼
港
労
膨
募
轡
、
、
．
、

5
　
窟
業
の
振
興

興
三
億
百
七
十
二
万
五
千
円

癩
　
団
体
振
興
助
成
に

　
　
　
　
　
　
　
　
七
千
四
百
九
十
一
万
六
千
円

廷
．
擶
韻
燕
凝
桜
廠
照
、
　
、
．
㍊
ー
す
“
、
鷹
撫
ザ
演
、
，
旨

　　　　　　　　薄　　　　　　　鞍　　　　　羅躍　　　　！鎌　　　鞍、　　　蟹　　簿　、鄭紮

農
林
水
産
業
費
1
1
三
億
百
七
十
二
　
万
五
千
円
、
こ
の
中
に
は
農
業
委
員

姦
“
。

会
費
六
百
五
十
二
万
八
千
円
、
水
稲

病
害
虫
防
除
事
業
補
助
や
農
村
青
少

年
育
成
資
金
利
子
補
給
補
助
等
の
農

業
振
興
費
一
干
七
十
万
七
千
円
、
各

土
地
改
良
等
に
対
す
る
補
助
金
四
千

八
百
二
十
五
万
円
、
畜
産
業
費
一
干

二
百
四
十
三
万
六
千
円
、
山
根
水
路

改
修
事
業
費
一
千
二
百
四
十
一
万
三

千
円
、
市
行
造
林
費
一
千
六
百
五
十

八
万
五
千
円
、
林
道
開
設
費
二
干
八

百
五
十
五
万
円
、
第
二
次
林
業
構
造

i嚢醗籔簸繍藝

鰹
“
場

改
善
事
業
費
八
千
七
十
五
万
円
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
商
工
費
1
1
一
億
二
干
七
百
七
万
一

千
円
、
こ
の
中
に
は
白
石
商
工
会
議

所
事
業
補
助
、
白
石
中
小
企
業
振

興
資
金
融
資
制
度
貸
付
金
な
ど
商
工
業

振
興
費
に
七
千
四
百
九
十
一
万
六
千

円
、
白
石
ス
キ
ー
場
取
付
道
路
改
良

工
事
等
の
観
光
費
に
二
千
八
百
十
七

万
五
千
円
。

　者
暫

繋
郵

蕪
灘

　　鷲饗
斜

羅　難鷺
灘

園〉〈改築される

都市整備
7億2，210万7千円

都市計画事業に

2億8，001万6千円

　
東
北
新
幹
線
白
石
駅
周
辺
の
土
地

区
画
整
理
事
業
、
白
石
川
の
河
道
整

備
、
市
道
の
整
備
等
に
つ
い
て
も
本

年
も
積
極
的
に
押
し
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
土
木
費
1
1
　
七
億
二
千
二
百
十
万

千
円
、
こ
の
中
に
は
道
路
維
持
費
に

二
干
四
百
五
十
九
万
一
千
円
、
道
路

新
設
改
良
費
に
心
億
二
千
三
百
六
十

二
万
六
千
円
、
橋
梁
新
設
改
良
費
に

一
千
二
百
四
十
七
万
一
千
円
、
川
原

子
線
、
鳥
越
線
道
路
改
良
事
業
費
に

五
千
四
百
十
万
円
、
公
園
整
備
事
業

や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
都
市

計
画
費
に
二
億
八
千
一
万
六
千
円
、

住
宅
費
に
｝
億
二
百
三
十
九
万
三
千

円
な
ど
が
計
上
さ
れ
イ
ー
、
お
り
ま
す
。

量

教
轄．

育

文

イヒ

九
億
八
千
八
百
一
万
七
千
円

大
鷹
沢
小
学
校
建
設
に
二
億
四
千
四
百
八
万
円

．
教
育
費
目
九
億
八
千
八
百
一
万
七

干
円
、
こ
の
中
に
は
学
校
管
理
費
に

八
千
百
二
十
三
万
五
千
円
、
義
務
教

育
教
材
購
入
等
の
教
育
振
興
費
に
二

千
六
十
四
万
四
千
円
、
大
鷹
沢
小
学
校

校
舎
建
設
費
に
二
億
四
千
四
百
八
万

円
、
第
一
幼
稚
園
建
設
費
一
億
三
千

四
百
五
十
万
一
千
h
、
杜
会
教
育
費

五
千
百
万
七
千
円
、
図
書
館
費
七
百

九
十
八
万
七
千
円
、
深
谷
公
民
館
建

一
、
潮

、
ぐ
』

設
費
に
八
千
三
百
八
十
八
万
二
千
円
、

米
飯
給
食
に
伴
う
学
校
給
食
費
】
億

百
八
十
三
万
四
千
円
等
が
計
上
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
災
害
復
旧
費
H
三
百
三
十
九
万
三

千
円
、
川
原
子
溜
池
災
害
復
旧
工
事

　
公
債
費
n
二
億
九
千
七
百
二
十
九

万
円
、
償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
等

で
す
。

灘二七特
｛設僖
百二別
皐市工△

、ニ　　ノ、コ虞

洋二計
1円　千

　　円

　
十
七
億
三
千
六
万
二
千
円

国
民
健
康
保
険

　
十
三
億
七
千
六
百
八
十
九
万
六
千

円　
白
石
市
簡
易
水
道

　
八
百
六
万
二
千
円

白
石
市
下
水
道
事
業

　
三
億
一
千
七
百
七
十
八
万
二
千
円

白
石
市
地
方
卸
売
市
場
事
業

　
二
千
七
百
三
十
二
万
二
千
円

5



青少年健全育成を語る
市石白

会談座青少年相談センター
いつでも親切に相談に応じます

T　E　L5－2111内線432

、
、
覗
擁
豊

題、

醤釧

掛
．憲

叢
魂

穰
藁

　
白
石
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
一
年
に
な
り

ま
す
。
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
現

代
に
課
さ
れ
た
大
き
な
問
題
で
、
特

に
青
少
年
の
非
行
は
社
会
問
題
と
し

て
大
き
な
波
絞
を
投
げ
て
い
る
現
状

で
も
あ
り
、
県
内
で
は
、
少
年
非
行

発
生
率
が
急
激
に
伸
び
再
ぴ
全
国
一

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

て
お
り
、
白
石
市
の
場
合
で
も
、
青

少
年
の
補
導
者
数
は
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
　
、

　
そ
こ
で
、
青
少
年
問
題
に
つ
い
て

出席者（敬称略フ

菊　池　嘉　雄　白石中学校指導主事

吉　田　淳　子　白石警察署婦入少年補導貝

秋葉ゆり子主婦
司会
丹　野　富　雄　白石市青少年相談センター専任相談員

親
・
学
校
・
社
会
な
ど
の
役
割
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
市
の
青

少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
ほ

ど
座
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

覇
　
教

レ
菊
地
嘉
雄
さ
ん

讐
妻

非

行
問
題

　
司
会
　
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い

っ
て
も
非
行
問
題
が
一
番
大
き
い
の
で

そ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
少
年
非
行
と
い
い
ま
す
と

大
き
な
社
会
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で

ど
の
よ
う
な
分
析
を
し
て
、
ど
の
よ

う
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
い
う
と
非
常
に
深
く
、
大
き
な
意

味
で
す
の
で
な
か
な
か
こ
れ
を
解
明

で
き
な
い
よ
う
で
す
が
、
時
代
を
背

負
っ
て
行
く
少
年
が
不
健
全
な
姿
で

社
会
に
出
た
な
ら
ば
、
不
健
全
な
社

会
に
な
る
と
暗
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
非
常
に
心
配
し
て
い
る
も
の
で
す
．

そ
の
要
因
究
明
は
む
ず
か
し
く
、
単

的
に
言
え
ば
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

友
達
、
社
会
的
に
問
題
が
あ
る
と
い

う
見
方
、
子
供
の
資
質
、
生
れ
つ
き

と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。

　
分
け
方
と
し
て
第
一
に
資
質
、
第

二
に
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
第
三
に

地
域
社
会
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
も
思
い
ま
す
が
菊
地
先
生
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

菊
地
　
む
ず
か
し
い
問
題
で
す
が
非

が
第

行
に
対
す
る
関
心
と
い
う
の
が
ど
う

い
う
立
場
か
ら
申
さ
れ
る
か
と
い
う

と
、
一
つ
は
青
少
年
の
精
神
医
学
的

立
場
か
ら
、
精
神
医
学
関
係
の
先
生

方
が
関
心
を
も
つ
こ
と
、
も
う
］
つ

は
教
育
関
係
者
と
い
う
立
場
か
ら
閑

心
を
も
つ
こ
と
、
も
う
］
つ
は
防
犯

的
立
場
警
察
分
野
か
ら
関
心
を
も
つ

こ
と
、
も
う
一
つ
は
行
政
的
立
場
か

ら
関
心
を
も
つ
と
い
う
ふ
う
に
社
会

現
象
と
し
て
見
た
場
合
に
は
今
の
よ

う
な
立
場
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
非
行
を
一
つ
の
社
会
現
象
と
し
て

言
う
場
合
に
は
、
今
の
立
場
の
方
々

で
若
干
違
っ
て
き
ま
す
が
、
我
々
は

一
人
の
子
供
と
し
て
、
杜
会
現
象
で

な
く
、
一
人
の
子
供
の
現
象
と
し
て

見
た
場
合
に
は
、
そ
れ
な
り
の
言
い

方
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
今
こ
こ
で

お
話
し
を
し
て
い
る
の
は
、
広
く
今
、

さ
わ
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
社
会
現

象
と
し
て
の
非
行
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
要
因
は
な
に
か
と
言
っ
た
ら
、

そ
れ
は
三
つ
重
っ
て
い
る
と
い
う
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
の
愛

司
会
　
こ
れ
は
お
話
し
合
い
を
し
て

い
く
な
か
で
解
決
を
し
て
い
き
た
い

情
も

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
具
体
的
に

吉
田
さ
ん
白
石
で
こ
の
ご
ろ
取
扱

6

っ
た
事
例
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

吉
田
　
先
日
小
原
街
道
で
ジ
ャ
ン
プ

し
て
、
百
五
十
材
の
と
こ
ろ
四
十
耕

の
と
こ
ろ
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
危
う
く

助
っ
た
と
い
う
十
七
～
八
歳
の
女
の

子
の
話
を
聞
い
て
見
る
と
、
一
つ
に

は
家
庭
も
学
校
も
お
も
し
ろ
く
な
い

と
い
う
不
満
を
も
っ
て
い
る
。

　
子
供
達
が
ど
ん
ど
ん
類
は
類
を
呼

ぷ
と
い
う
よ
う
に
ど
こ
か
ら
と
な
く

つ
な
が
り
が
出
て
く
る
、
こ
れ
を
ど
こ

て
断
切
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
変
む

ず
か
し
い
問
題
で
す
。

司
会
　
そ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
は
ど

の
よ
う
に
し
て
出
来
て
く
る
の
で
し

ょ
う
か
。

吉
田
　
た
と
え
ば
ス
ー
パ
ー
の
前
で

ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
、
数
人
の
グ
ル
ー
プ

が
い
て
、
名
前
も
住
所
も
し
ら
な
く

て
も
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
と
顔
と
が
［

致
す
る
だ
け
で
車
に
乗
っ
て
行
っ
て

し
ま
う
と
か
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し

た
き
っ
か
け
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
灘
義

評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

臨
　
　
　
　
　
鰻
韓
・
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
考

錨
騨
糊
ざ

蟻
麟
，
羅
榊
縷
癖
零
疇

　
〉
秋
葉
ゆ
り
子
さ
ん

し
さ
で
す
ぐ
に
車
に
乗
っ
て
し
ま
う

と
い
う
よ
う
な
、
優
し
さ
に
飢
え
て

い
る
子
供
達
だ
な
あ
と
い
う
感
じ
が

し
ま
す
。

司
会
　
優
し
さ
に
飢
え
て
い
る
と
い

う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
言
葉
な
ん
で
す

が
、
家
庭
の
主
婦
、
母
親
と
し
て
秋

葉
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

秋
葉
　
私
は
専
門
家
で
も
な
い
で
す

が
、
二
人
の
子
供
を
育
て
て
み
て
満

足
に
し
つ
け
を
し
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
自
分
な
り
に
よ
そ
の

母
親
よ
り
も
厳
し
い
し
つ
け
を
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
。

　
幼
児
期
の
教
育
か
ら
も
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
現
在
共
稼
ぎ

家
庭
も
多
い
し
、
子
供
も
一
人
か
二

人
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
大
変
さ
び
し
い

と
い
う
こ
と
か
ら
起
り
得
る
非
行
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
お
母
さ
ん
が
働
い
て
い
る

か
ら
、
お
金
を
持
た
せ
て
そ
の
さ
び

し
さ
を
解
消
す
る
と
い
っ
た
具
合
に
。

㌔
シ

》
吉
田
淳
子
さ
ん

過
保
護
・

干
渉

司
会
　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
放
任
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

菊
地
　
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
放
任
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
親

か
ら
見
れ
ば
放
任
だ
と
思
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
親
が
一
生
懸
命
働
い
て
金
を

取
っ
て
そ
の
金
で
も
っ
て
子
供
を
な

ん
と
か
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　
し
っ
か
り
し
た
学
習
器
械
を
買
っ

て
与
え
れ
ば
、
勉
強
す
る
だ
ろ
う
か

と
か
、
さ
ぴ
し
い
だ
ろ
う
か
ら
小
遣

を
与
え
て
お
け
ば
い
い
だ
ろ
う
と
か

と
、
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
わ
け

で
す
。
極
端
な
言
い
方
で
失
礼
で
す

が
金
で
教
育
を
買
お
う
と
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。

司
会
　
家
庭
の
し
つ
け
は
大
き
な
問

題
の
一
つ
で
す
が
、
家
庭
の
し
つ
け

で
も
過
保
護
、
過
干
渉
、
放
任
こ
れ
ら

が
う
ま
く
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば

家
庭
で
の
し
つ
け
が
、
ほ
ど
遠
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　
厳
格
は
ま
た
別
で
、
大
き
く
な
っ

て
か
ら
の
厳
格
で
は
、
む
し
ろ
反
発

が
あ
っ
て
な
か
な
か
大
変
だ
と
思
い

ま
す
の
で
小
さ
い
う
ち
か
ら
の
し
つ

け
が
大
事
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
放
任

　
い
ろ
い
ろ
と
補
導
さ
れ
た
子
供
を

通
じ
て
見
た
場
合
の
一
番
の
大
き
な

原
因
は
過
保
護
、
過
干
渉
、
放
任
な
の

か
、
そ
の
へ
ん
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

吉
田
　
今
ま
で
扱
っ
た
ケ
ー
ス
の
子

供
達
は
、
私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
放
任

と
い
う
形
の
も
の
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
先
ほ
ど
お
話
し
が
出
ま
し
た
が

親
は
決
し
て
放
任
と
は
思
っ
て
い
な

い
わ
け
で
、
何
か
が
起
れ
ば
、
私
は

充
分
注
意
を
し
て
い
ま
し
た
と
か
、

小
遣
を
充
分
に
与
え
て
い
ま
し
た
と

か
、
口
先
で
言
っ
て
も
そ
れ
で
は
子

供
が
何
を
買
っ
た
の
か
と
か
具
体
的

な
事
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
多
い

で
す
。

　減
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司
会
　
親
自
身
は
放
任
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
お
金
を
与
え

て
も
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た

の
か
聞
い
て
も
見
な
い
、
こ
れ
で
は

放
任
と
同
じ
で
す
ね
。

菊
地
　
簡
単
に
言
う
と
、
み
か
け
熱

心
中
身
放
任
と
い
う
こ
と
で
す
。
子

供
の
扱
い
方
の
勉
強
は
本
当
に
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
干
渉
の
し
す
ぎ
と
い
う
こ
と

は
ど
う
で
す
か
。

菊
地
　
い
わ
ゆ
る
非
行
問
題
で
な
い

子
供
に
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
学
校
の
場
合
、
干
渉
過
剰
の
結

果
、
問
題
の
子
供
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
は
小
数
で
す
。
た
だ
し
潜
在
的

に
は
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
ど
う
し
て
干
渉
過
剰
が
い
け
な
い

か
と
言
い
ま
す
と
「
行
動
と
か
人
間

関
係
の
つ
き
あ
い
と
い
う
も
の
は
文

字
と
か
言
葉
で
教
え
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
て
、
身
に
つ
け
る
も
の
で
実

際
に
体
を
通
し
て
し
か
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
母

磯
麟
雌
㌶

〉
丹
野
富
雄
さ
ん

親
の
方
が
先
に
い
つ
で
も
干
渉
す
る

と
自
分
の
考
え
で
行
動
を
と
っ
た
り

口
を
き
い
た
り
す
る
こ
と
が
う
ば
わ

れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　
自
分
の
考
え
で
自
分
の
判
断
で
行

動
を
と
っ
た
結
果
が
ま
ず
か
っ
た
と

か
良
か
っ
た
と
か
、
子
供
自
身
が
味

わ
わ
な
い
で
し
ま
う
わ
け
で
す
。

行
動
の
と
り
方
、
人
間
関
係
に
し
て

も
身
に
つ
い
て
こ
な
い
わ
け
で
、
大

き
く
な
っ
て
社
会
生
活
、
学
校
生
活

を
す
る
に
し
て
も
問
題
と
な
っ
て
現

わ
れ
て
く
る
し
、
自
分
で
や
れ
な
い

か
ら
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
だ
す
よ
う

に
な
り
登
校
拒
否
な
ど
を
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

学
校
と
家
庭
の
連
携

司
会
　
学
校
と
家
定
の
連
絡
提
携
と
ま
す
よ
と
、
説
得
し
て
で
き
る
だ
け

い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
言
わ
れ
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、
連
絡
ノ
ー
ト

て
い
ま
す
が
そ
の
点
は
ど
う
で
し
ょ

　
う
。

秋
葉
　
白
石
中
学
校
の
場
合
、
学
校
、

家
庭
、
生
徒
間
の
連
絡
ノ
ー
ト
が
あ
り

大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
親
と
子
、
学

校
が
密
接
に
な
り
関
心
を
も
つ
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

菊
地
　
せ
っ
か
く
良
い
こ
と
だ
と
言

っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
一
言
つ
け
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
が
実
は
そ
れ
に
対

し
で
、
反
発
や
、
抵
抗
を
表
わ
し
て
く

る
親
ご
さ
ん
も
あ
る
わ
け
で
す
。
つ

ま
り
こ
ん
な
事
め
ん
ど
う
だ
。
毎
日

い
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
あ
る

い
は
子
供
の
不
信
に
つ
な
が
る
と
い

っ
た
こ
と
を
ぶ
っ
つ
け
て
く
る
親
ご

さ
ん
も
い
る
わ
け
で
す
。
学
校
と
し
て

は
何
か
が
起
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
と

い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
例
が
あ
り

の
充
実
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

秋
葉
　
書
く
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

重
荷
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

司
会
　
学
校
の
方
で
は
、
家
庭
に
お

け
る
子
供
の
生
活
を
知
り
た
い
、
学

校
の
生
活
を
知
ら
せ
た
い
、
そ
し
て

お
互
い
に
自
分
に
み
え
な
い
子
供
の

生
活
を
知
っ
て
健
全
な
青
少
年
育
成

を
行
っ
て
い
る
が
、
問
題
は
い
か
に

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
い
く
か
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

秋
葉
　
親
と
の
対
話
を
よ
り
深
め
る

た
め
に
も
よ
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

菊
地
　
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
を
作

り
又
、
予
防
効
果
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
何
か
が
あ
っ
た

と
き
だ
け
、
親
と
教
師
が
話
し
合
う

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
普
通
に
連
絡
し
合

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
　
ヲ

　
昭
和
五
十
三
年
中
に
、

署
で
補
導
し
た
少
年
は
、

法
違
反
を
含
め
ま
す
と
、

人
で
、

四
一
人
、
一
五
三
・

行白
石
警
察

道
路
交
通

一
二
二
三

の

　
　
　
前
年
と
比
較
し
て
総
数
で
七

　
　
　
　
　
　
　
　
七
％
の
増
加
率

で
県
下
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
非
行
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
る
と

ω
中
学
生
の
万
引
が
多
く
、
刑
法
犯

　
の
約
半
分
は
中
学
生
で
す
。

　
　
特
徴

図
女
子
非
行
が
増
加
、
特
に
女
子
に

　
よ
る
集
団
窃
盗
が
目
だ
ち
ま
し
た
。

⑬
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
乱
用
行
為
は

　
急
増
し
、
今
後
も
増
加
す
る
き
ざ

　
し
を
み
せ
て
い
ま
す
。

㈲
飲
酒
、
喫
煙
や
、
パ
チ
ン
コ
、
マ

　
ー
ジ
ャ
ン
、
デ
ィ
ス
コ
等
に
出
入

　
す
る
不
健
全
娯
楽
の
高
校
生
が
増

　
加
し
ま
し
た
。

単
純
な
動
機

司
会
　
今
後
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
家

出
の
問
題
が
身
近
に
な
っ
て
き
ま
し

た
が
こ
れ
は
ど
ん
な
現
象
か
ら
き
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

吉
田
　
単
純
な
こ
と
で
す
ぐ
に
家
出

と
い
う
形
に
結
び
つ
い
て
い
く
ケ
ー

ス
が
多
い
で
す
。
た
と
え
ば
無
断
外

泊
し
て
し
ま
っ
て
、
帰
る
と
親
か
ら

し
か
ら
れ
る
の
で
、
二
、
三
日
友
達

の
と
こ
ろ
に
泊
っ
て
そ
の
ま
ま
家
出

し
て
し
ま
っ
た
と
か
。

司
会
　
親
子
の
対
話
、
親
子
の
心
の

か
よ
い
あ
い
の
不
足
と
い
う
の
が
家

出
少
年
に
は
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

吉
田
　
こ
れ
と
い
っ
て
親
と
け
ん
か

し
た
と
か
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

と
言
っ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
で
、
単

純
な
動
機
が
多
い
よ
う
で
す
。

司
会
　
最
後
に
一
言
づ
つ
お
願
い
し

ま
す
。

吉
田
　
私
達
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、

そ
れ
ら
の
子
供
達
を
い
ち
早
く
立
ち

直
ら
せ
る
力
を
も
っ
て
い
る
の
が
家

庭
で
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
暖
か

い
家
庭
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

菊
地
　
家
庭
が
最
重
要
で
あ
り
、
次

に
地
域
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。

秋
葉
家
庭
の
一
声
運
動
で
非
行
を

防
止
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
今
日
は
自
殺
の
問
題
ま
で
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
五
十
四
年
度

も
地
域
づ
く
り
を
土
台
に
青
少
年
の

健
全
育
成
を
押
し
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
今
日
は
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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畜
犬
屠
磨
喪
灘

　
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
、
犬
鑑
札
と
注
射
済
の
二
つ
の
鑑

札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
。
該
当
す
る

犬
は
血
統
書
な
ど
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
犬
で
生
後
三
カ
月

以
上
の
も
の
で
す
。
手
続
き
が
済
む

猛
攣
．
霧
　
　
　
罷

糊
　
；
　
　
　
　
　
奨
’

禾

と
、
鑑
札
（
登
録
票
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首
輪
な
ど
に
つ

け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
の
受
け
方

　
畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
か
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鑑
札
を
う
け
て
い
な
い
場
合

飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非
常

に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万
一

の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の
鑑

札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
は
た
し
ま

し
よ
う
。

　
犬
の
死
亡
及
び
所
有
権
の
放
棄
を

し
た
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課
又
は
各

出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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昭和54年度第1回犬の登録
並びに狂犬病予防注射日程表

獣医師

保科善久

好斎藤

笹谷源二郎

好斎藤

笹谷源二郎

好斎藤

笹谷源二郎

好斎藤

笹谷源二郎

好斎藤

笹谷源二郎

　　時　　　間

　9：00～10：00

！0：　40～11：　30

　8：30～10：30

10：　50～12：00

13：10～14：00

14：　30～16：　00

　9　：00～10　：30

10：40～11　：50

13：00～13：40

14：00～15：30

　9：30～9：50

10　：00～10　：30

10：40～11　：00

11　：10～11　：40

13：00～14：00

14：20～14　：50

15：00～15：20

15：30～16：00

　9：00～11：30

13：10～14：00

14：20～14：50

15：00～15：30

　9：30～10：00

10：20～11　：40

13：10～13：40

14：00～15：30

　9：00～10：00
10：30～11　：30
13：30～15　：30

　9：30～10：30

10：40～11：20

13二〇〇～］L4：30

　9：30～10：30

10：40～11：00

11：　20～12：　00

！3：20～14＝00

　9：30～10：00

10：　15～11：　30

11：40～12：00

13：10～14：30

　9：40～10：00

10：30～11：00

11：　10～11：40

11：45～12：　00

13：20～14＝　00

　場　　　所
斎川出張所

中斎川集会所前

元白石保健所前

中央公園

田町会舘前

中央公民舘前

鷹ノ巣菊地忠四郎宅前

寿山集会所前

八幡神社前

郡山元畜産開発公社前

上戸沢公会堂前

下戸沢　　〃

冷清水。　〃

赤井畑停留所前

小原出張所前

新町停留所前

石屋前

小原かつらや前

大平分室前

大鷹沢出張所前

中ノ内集会所前

耳取停留所前

内親生活センター前

白川出張所前

津田小野商店前

犬牟都婆集会所前

越河部落集会所前

越河公民館前
越河駅前

北区木須商店前
平林商店前

福岡分室前

滝ノ下分室前

原作業所前

弥治郎集会所前

鎌先詰所前

大網集会所前

八宮生活センター前

西区上集会所前

南区木須商店前

川原子停留所前

不忘関商店前

岡部捨雄宅前

下ノ集乳所前

三住元開拓農協前

曜

土

期　日

昭54
4．7

施
区

実
地

lII
斎

月9

火10

石白

水11原小

木12大平
大鷹沢

金13liI
白

土14越河

月16

火17

水18

木19

岡福



農作業労働賃金

作業料金決まる

　耀難鑛

聡
‘懸

　
　
　
　
農
家
の
　
み
な
さ
ん
、
こ
と
し
も
い

　
　
　
　
よ
い
よ
春
の
農
作
業
の
時
期
を
迎
え

　
　
　
　
な
に
か
と
忙
し
い
毎
日
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
と
く
に
今
年
は
暖
冬
の
た
め
作
業
は

　
　
　
幾
分
進
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
農
業
労

　
　
　
働
賃
金
、
作
業
料
金
を
定
め
、
み
な

　
　
　
さ
ん
に
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

　
　
　
し
た
が
こ
と
し
も
標
準
賃
金
、
料
金

　
　
　
を
定
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
標
準
賃
金
、
料
金
を
定
め
る
に
あ

　
　
　
た
っ
て
は
、
他
産
業
の
労
働
賃
金
の

　
　
　
上
昇
率
や
、
そ
の
他
の
諸
物
価
の
指

　
　
　
数
な
ど
を
も
と
に
農
業
委
員
会
が
協

　
　
　
議
検
討
し
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
お
た
が
い
に
こ
の
標
準
賃
金
、
料

　
　
　
　
金
を
守
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
▽
一
日
の
労
働
時
間
は
八
時
間
と
す

　
　
　
　
る
。
た
だ
し
田
植
の
場
合
は
従
来

　
　
　
　
の
慣
習
に
よ
る
『
日
と
す
る
。
（
八

　
　
　
　
時
問
を
越
す
場
合
の
割
り
増
し
賃

　
　
　
　
金
は
一
時
間
当
り
七
百
三
十
五
円

　
　
　
　
と
す
る
）

　
　
轡
い
▽
す
べ
て
の
農
作
業
は
「
食
事
な
し
」

　
　
　
　
と
す
る
。

　
　
　
　
業
困
難
な
場
合
は
労
使
双
方
で
協

　
　
　
議
の
う
え
き
め
る
こ
と
。

　
　
　
▽
特
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
農
作
業

　
　
　
よ
り
が
た
い
場
合
は
、
そ
の
地
域

　
　
　
の
協
定
に
よ
る
賃
金
に
す
る
こ
と
。

　
　
翻

　
　
糠

　
灘
ヤ
地
形
、
天
候
等
の
関
係
で
特
に
作

撚
「
猟

轡
｝

繋
　
　
で
「
農
事
一
般
作
業
の
賃
金
」
に

昭和54年度農業葎黎舞茎標準表

標準賃金
　　　　　　4，200

　　　　　　4，200

　　　　　　4，700

　　　　　　4，700

　　　　　　6，500

　　　　　　4，000

　　　　　　4，000

　　　　　　3，500

　　　　　　　850

　　　　　　　650

単　位
10アール
10アール

1　日
1　日

10アール
10アール

日1

　摘　　要
耕うん機使用
　　〃
　男　女　共
　男　女　共
バインダー刈取り結束のみ

耕うん機使用
　　男
　　女

　作業名
耕　　 転

代　か　き

田　　 植

稲　刈　り
請負稲刈り

耕　　 転

作業区分

水
田
作
業

畑作業

般事農

玄米　1俵
　　　　　　（60kg）

く

り

こ

摺み

脱

も

般
業
製
業

作
調
作

大型農機具協定料金

湿田、石の多い田、5アール末満の田

墜典寝墾氣ど金
ー
皿
一
金

標
料

位単

5，700

5，400

葡18，000

6，500

16，000

㎜7，800

4，500

4，200

4，200

16，500

5，000

　　　570

4，500

4，200

14，000

15，000

6．800

10アール
　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

1箱当1）
10アール
　　〃

10　ア　ー　ノレ

　　摘　　　　　　要

トラクター　　　プラウ（すき〕

トラクター　　　ロータリー

トラクター

機械植　　　苗持請負

機械植　　苗別
育苗センター渡し

トラクター　　　プラウ（すき）

トラクター　　　ロータリー

自脱型コンバイン

　　　〃　（わら結聾⊥
ハーベスター

作業名

水田耕頼
水田代かき

植田

転耕火田

穫
業

収
作

10

婆
　
説

畷
ハ
．

終ウ

鏡

「
高
額
療
養
費
」
委
任
払
い

本
年
度
も
継
続
実
施

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
病
院
に
か
か

っ
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
の
三
割
は

自
己
負
担
と
し
て
病
院
の
窓
口
に
支

払
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
息
者
の
負
担
を

　
　
　
　
軽
減
す
る
た
め
に
△

　
自
己
負
担
額
が
同
じ
月
内
に
、
同

じ
病
院
等
で
三
万
九
千
円
以
上
支
払

っ
た
場
合
、
三
万
九
千
円
を
越
え
た

額
を
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
必
要

な
審
査
を
し
二
ヵ
月
後
に
払
い
戻
し

て
お
り
ま
す
。

▽
三
万
九
千
円
を
越
え
る

　
　
支
払
い
が
困
難
な
人
に
△

　
市
で
は
、
市
医
師
会
の
協
力
で
、

こ
の
高
額
医
療
費
（
三
万
九
千
円
を

超
え
、
る
額
）
の
支
払
が
困
難
な
人
に

つ
い
て
は
、
病
院
等
の
窓
口
に
申
出

て
、
高
額
療
養
費
の
受
領
権
を
病
院

等
に
委
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
万

九
千
円
の
自
己
負
担
だ
け
支
払
う
と

い
う
方
式
（
委
任
払
い
方
式
）
を
本

年
度
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
）
も
継
続
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
委
任
払
い
　
　
を
希

望
さ
れ
る
方
は
病
院
等
の
窓
口
に
申

し
出
て
、
必
要
書
類
（
病
院
等
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。▽

委
任
払
い
を

　
　
　
希
望
し
な
い
場
合
△

難灘．
辮
黙
。
灘
勝

）彗・、　　・灘
　．　　　　　　　弼o．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弩
鑛

　
　
　
　
鏡

　
病
院
等
に
自
己
負
担
額
三
万
九
千
・

円
以
上
支
払
っ
た
人
に
は
、
保
険
課
「

各
出
張
所
、
分
室
の
窓
口
に
病
院
等
、
〕
＼

で
支
払
っ
た
受
領
書
、
被
保
険
者
．
証
、
、
一
・

印
鑑
持
参
の
皇
支
給
申
請
の
手
続
紀
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
、
㌦

き
を
し
て
く
だ
さ
い
　
　
。
さ
斎

な
お
、
受
領
に
つ
い
て
銀
行
口
座
、
ン

振
込
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
預
金
通
　
　
許
〆
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艶
欝

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
、
～
、
－

五
彗
蕪
遜
費
臨

灘灘

国
土
庁
は
『
月
［
日
現
在
の
標
隼

地
の
公
示
価
格
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
地
価
公
示
は
正
常
な
価
格
を
お
知

ら
せ
し
て
地
価
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
を
も
っ
て
い
た
だ
く
と
同
時
に

一
般
の
土
地
取
引
の
目
安
と
な
る
も

の
で
す
。
こ
の
価
格
は
正
常
価
格
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
売
り
手
に
も
買
い

手
に
も
か
た
よ
ら
な
い
適
正
な
価
格

を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公
示

価
格
は
標
準
地
に
建
物
等
が
建
っ
て

癬警
簗

　　　　　　灘綱、く瀞1

い
な
い
も
の
（
い
わ
ゆ
る
「
更
地
」
）
と

し
て
決
め
ら
れ
て
お
り
一
平
方
肩
当

り
の
価
格
が
公
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
三
地
点
に
つ
い
て
は
別
表

の
通
り
で
す
。

　
な
お
全
国
の
標
準
地
の
公
示
価
格

を
掲
載
し
た
書
面
が
市
役
所
秘
書
企

画
課
土
地
対
策
係
（
盈
五
～
一
二
一

一
内
線
三
二
七
）
に
あ
り
ま
す
の
で

い
つ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

標準地公示価格
54．1，1

白石駅から

の距離

周辺の土地利用の

現況
変動率

　％

m～当りの価格
　　　　　円

53．1，154．1．1

の
在

地
所

準標

1．2㎞
一般住宅が多い住

宅地域
4．321。00021．900

白石市字中

寺前30～4

1．4㎞
一般住宅が多い住

宅地域
4．216．80017、500

白石市郡山字

花見平22～27

200m
中低層の小売店舗が

建ち並ぷ商業地域

1．285．40086．400

白石市字本

町104～4

■1



く
・
　
　
C

　
　
　
f
〆

¢
「
移
動
図
書
館
」
も
＆
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

こ
ま
く
さ
号
巡
回
日
程

　
新
し
い
図
書
館
が
昭
和
四
十
九
年

五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
や
い

も
の
で
五
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。

　
読
書
は
夢
を
育
て
、
知
識
を
増
し
生

活
を
豊
か
に
し
て
、
未
来
を
開
き
ま
す
。

　
最
近
は
、
テ
レ
ビ
が
生
活
の
な
か

に
根
を
下
ろ
し
、
与
え
ら
れ
た
材
料

で
、
そ
れ
だ
け
を
安
ち
ょ
く
に
と
ら

え
る
よ
う
に
な
り
、
独
創
的
な
夢
を

こ
わ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
き
ら
い
が

あ
り
ま
す
。

、
篶

蔦

　
　
　
講
、

　
　
蘇

認
瓢
粕

ふ

　　　ドや　チ　

　
読
書
の
楽
し
み
は
、
多
く
の
本
の

中
か
ら
、
自
分
で
読
み
た
い
本
を
自

分
で
選
び
、
自
分
で
読
み
、
自
分
で

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
つ
ね
に
自
分
の
意
志
が
は
た
ら
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
個
性

が
の
び
て
育
つ
わ
け
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
読
書
の
状
況
が
そ
の
地
方
の

文
化
に
深
い
影
響
を
持
つ
と
さ
え
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
図
書
館
の
蔵
書
数
も
五
万
二
百

四
十
八
冊
と
な
り
、
年
間
登
録
者
（
個

人
、
家
族
）
は
三
千
三
百
九
十
三
人
、

年
間
利
用
冊
数
は
九
万
四
千
二
百
七

十
冊
の
本
が
読
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
市
図
書
館
の
利
用
方
法
は
館
内
貸

出
と
移
動
図
書
館
「
こ
ま
く
さ
号
」

や
配
本
文
庫
の
館
外
貸
出
と
の
二
通

り
が
あ
り
館
外
貸
出
の
移
動
図
書
館

「
こ
ま
く
さ
号
」
は
市
内
四
十
七
カ

所
を
巡
回
し
、
偲
人
、
家
族
の
方
々

に
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
　
　
「
こ
ま
く
さ
号
」
の
巡

回
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
変
更

に
な
り
ま
し
て
も
今
ま
で
同
様
ご
利

用
下
さ
い
。
　
　
．

さ号巡回日程表
緑ケ丘市営アパート

緑ケ丘住宅

緑ヶ丘県営アパート

新館アパート下

柳町中央公園内

蔵王分校

　
　
校

校
　
学

分
　
4
　
場

忘
　
平
　
練

下
大
調
アツギナイ旧ン社宅

中河原

大鷹沢小学校

大鷹沢中学校

上西産業

斎藤建設

敷屋賀蛭
　
宅
　
園

巣
　
住
　
学

ノ
　
田
　
忘

鷹
向
取

白石

白石

白石

白石

白石

福岡

福岡

大平

白石

白石

白石
大鷹沢

大鷹沢

白石

白石

石
　
石
　
沢

　
　
　
鷹

白
　
白
　
大

三住分校

小原中学校

越河郵便局

越河駅前

田町

南中学校

岡
　
原

福
　
4

越河

越河

白石

越河

午前　10：00～10：30

午前　10140～11：00

午前　11：10－11：40

午後　2：20～3100

午後　3：10～4100

午前　10：00～10：40

午前　11：00～11：30

午後　3：00－3；30

午後　3140～4：20

午前　10：10～10150

午前　11：00～11：30

午後　2：00～3：30

午後　3：40～4：10

午前　10：00～10：30

午前　10：35～11：20

午後　1：30～2：10

午後　2：20～3：10

午後　　3：20～4100

午前　10：00～11：00

午後　3：00～4100

午前　10：10～10二40

午前　10：50～11：30

午後　　2120～3：20

午後　3：30～4：30

月

水

金

第

3

凋

月

水

金

第

4

週

くま一
｝

駐車場名地区名

　
前

　
所

　
在

イ
　
駐

斎
　
斎

斎
　
斎

深谷三本木

深谷小

国鉄アパート

福岡小

八宮分校

長袋

堂形

滝下

不忘荘

傑山寺門前

はげ山

寿山東住宅

寿山教員住宅

寿山南公園前

観音崎住宅

白川小

白川中

長峰分校

鎌先

越河小

杉浦製作所前

福岡

福岡

白石

福岡

岡
　
岡
　
岡
　
岡
　
岡

福
　
福
　
福
　
福
　
福

石
　
石
　
石

白
　
　
白
　
　
白

石
　
石

白
　
　
白

石
　
川
　
川

白
　
　
白
　
　
白

福岡

福岡

越河

白石

　　時　　　　間

午後　2：30～3：10

午後　3：20～4：30

午後　　1：20～2：00

午後2：10～3：30

午後　1：10～2：00

午後2：10－4：00

午前11：00～10：00

午前　11：10～ll：30

午後　1：30～2：00

午後　　2：10～3：00

午後　3：10～4：00

午前　10：00～10：40

午前　10二50～U：30

午後　　1：30～2：20

午後　2：30～3：20

午後　3：30～4：30

午後　1：00～1：50

午後　2：00～3：00

午後　3：20～4：00

午前　10：00～10140

午前　11：00～11：40

午後　2：00～3：30

午後　4：00～4：30

曜日週

月

火

水

金

第

1

週

月

水

金

第

2

週

12

消費生活モニター
小売価格調査結果（白石市）

調査月日　昭和54年3月IU

前年同月

平均値

前月平均

との比較
最低値最高値平均規格・銘柄名品

2500225250244

4632十380500423

546o450570499

169o100180160

1170110140120

3405330370348

53o486056

1950190215204

上　白・1kg

本醸造上級・濃口
2尼（瓶代含む〉

L6509（1．8ε）

薄力粉・一等級
　　1kg

並　食・一斤

雪印カルトン入

　225g
中華めん

　　j　AS1009

ソフト・225g

糖砂

字由、
つ

よし

シ由b
り天ぷ

粉麦
ノ」

ンノ食

タ／ぐ

即席ラーメン

マーガリン

313・
U

300330324並一皿カレーライス

1730170200187

936o7001．000943

4，27104，3005．0004，517

1，753一11．6001，7501．716

一　杯

小学生　調髪
（洗髪を含む）一回

コールド（ショートカツ

ト及ぴセツト含）一回

5m，

カ・　1ナ　う　　ど　ん

料髪理

パーマネント代

PがスL

71006126806431．8尼（配達料含〕卓由灯

気
軽
に
ご
相
談
を

　
行
政
相
談

国
、
公
社
、
　
公
団
、
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
、
納
得
の

い
か
な
い
こ
と
、
希
望
す
る
こ
と
、

苦
情
を
お
持
ち
の
と
き
。

　
道
路
、
河
川
、
農
地
、
郵
便
、
許

認
可
、
登
記
、
公
害
防
止
、
環
境
保

全
、
消
費
者
保
護
、
恩
給
、
年
金
、

保
険
、
遺
家
族
援
護
、
社
会
福
祉
、

公
衆
衛
生
、
宅
地
、
国
鉄
、
専
売
、

公
団
、
公
庫
問
題
な
ど

　
生
活
相
談

　
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
場
合

　
生
活
苦
、
生
活
改
善
、
仕
事
、
健

康
、
家
族
、
家
族
不
和
、
結
婚
、
児

童
、
教
育
、
青
少
年
、
精
神
衛
生
、

更
生
援
護
、
法
律
、
人
権
、
苦
情
、

出
稼
ぎ
、
老
人
福
祉
、
交
通
事
故
、

　
家
庭
児
童
相
談

　
　
家
庭
児
童
教
育

　
　
家
庭
児
童
福
祉
の
向
上

　
　
児
童
養
育
の
技
術

　
　
児
童
に
係
る
家
庭
の
人
間
関
係

　
　
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項

12345　
相
談
日
以
外
は
毎
日
市
民
課
相
談

室
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ど

ん
な
こ
と
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

味
自
慢

鮭
呉

嵐謬欝
吉見はつせ（白石

筍
の
ず
ん
だ
あ
え

　
材
料
、
ゆ
で
、
た
け
の
こ
百
五
〇
9

　
㈲
、
だ
し
｝
カ
ッ
プ
、
薄
口
し
ょ

う
ゆ
小
さ
じ
ー
／
2
、
塩
小
さ
じ

ー
／
2
、
み
り
ん
小
さ
じ
ー
／
2
。

　
冷
凍
枝
豆
（
さ
や
か
ら
出
し
た
も

の
）
1
／
2
カ
ッ
プ
。

　
⑧
さ
と
う
大
さ
じ
ー
／
2
、
塩
小

さ
じ
ー
／
2
、
、
酒
小
さ
じ
一
杯
。

　
作
り
方

①
た
け
の
こ
は
た
ん
ざ
く
切
り
に
し

囚
で
十
分
位
煮
て
、
そ
の
ま
ま
味
を

含
ま
せ
て
お
く
。

②
枝
豆
は
す
り
ば
ち
で
粒
が
残
ら
な

い
様
に
充
分
に
す
り
つ
ぷ
し
、
⑧
を

加
え
て
更
に
す
り
混
ぜ
て
、
な
め
ら

か
な
あ
ん
を
作
り
、
①
の
た
け
の
こ

を
汁
け
を
き
っ
て
あ
え
る
。

所言炎目ヰ

相
　
談
　
区
　
分

人
権
擁
護
相
談

行
　
　
政
　
　
相
　
　
談

生
　
活
　
　
相
　
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

補
聴
器
巡
回

　
　
サ
ー
ビ
ス

税
　
務
　
相
　
談

消
費
生
活
相
談

相
　
談

日

55

5
・
1
6
・
2
5

23

第
1
・
3
火
曜

1016

毎
週
水
木
金

時

間

0
上
寸
～
2
ゑ
寸

0
寺
～
2
土
寸

0
き
ー
2
寺

　　9
1時
1530
「1寺分

10

時
～
U
時

15

時
～
1
6
時

m
時
～
1
6
時

9
時
～
M
時

場

所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室

市

役

所

市
　
　
役

所

社
会
福
祉
協
議
会

市
役
所
福
祉
事
務
所

市
役
所
各
種
相
談
室

市
役
所
各
種
相
談
室
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市
長
日
誌

⑤
　
鈴
木
孝
一
郎

二
月
十
九
日
　
仙
南
地
方
防
犯
連
絡

協
議
会
総
会
に
出
席

　
二
月
二
十
一
日
　
午
前
十
時
大
河

原
町
尾
形
橋
開
通
式
に
出
席
、
午
後

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
。

　
二
月
二
十
二
目

会
役
貝
会

宮
城
県
草
地
協

　
二
月
二
十
三
日
　
納
税
感
謝
祭
市

民
会
館
で
開
催
、
日
頃
の
納
税
協
力

に
感
謝
す
る
。

　
一
一
月
二
十
八
目

体
落
成
式

福
岡
小
学
校
屋

　
三
月
一
日
　
仙
南
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
理
事
会
に
出
席

　
一
一
一
月
二
日
　
駅
前
広
場
に
白
石
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
白
石
北
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
太
陽
熱
電
池
式
時

計
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　
三
月
四
日
　
国
道
一
一
三
号
線
拡

張
工
事
犠
牲
者
の
合
同
慰
霊
祭
が
小

原
災
害
地
に
て
挙
行
さ
れ
る
。
犠
牲

者
の
冥
服
を
祈
る
。

会

を三
行月
つ　ノ￥

。目

自
衛
隊
入
隊
者
激
励

　
三
月
七
日
　
仙
南
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
に
出
席
す
る
。

三
月
八
日
　
三
月
定
例
議
会
開
会

　
三
月
十
日
　
昭
和
五
十
三
年
度
管

内
優
良
社
員
表
彰
式
に
出
席
。

三
月
十
一
日
　
農
協
青
年
部
総
会

　
三
月
十
六
日
　
大
平
の
高
橋
達
君

と
会
い
懸
案
の
バ
イ
パ
ス
問
題
解
決

す
る
。

　
三
月
十
九
日
　
宮
城
県
農
林
水
産

業
振
興
審
議
会
林
業
部
会
に
出
席

三
月
二
十
日
　
議
会
本
会
議
終
了

　
三
月
二
十
二
日
　
農
業
振
興
対
策

協
議
会
、
今
日
か
ら
各
地
区
ご
と
に

市
政
懇
談
会
を
開
催
す
る
。

　
三
月
二
十
六
日
　
白
石
市
地
方
卸

売
市
場
落
成
式
、
四
月
二
日
か
ら
青

果
、
水
産
物
開
設
。
、

昂き

寺
き
あ
啓
太
⑫

菅
　
野
　
新

【
昔
話
】
　
ダ
ル
マ
に
お
足
が
あ
る
も
ん
か

　
あ
っ
と
ぎ
（
あ
る
と
き
）
ザ
ル
ど
、

タ
マ
ゴ
ど
、
ダ
ル
マ
の
三
人
が
、
そ

ろ
っ
て
銭
湯
さ
行
っ
た
ん
だ
ど
。
運

よ
ぐ
、
だ
れ
も
え
ね
ー
ん
で
、
え
ぎ
な

り
（
大
変
＼
は
し
ゃ
ぎ
回
っ
て
、
勝

手
な
ご
ど
ば
話
す
て
だ
ん
だ
ど
。

　
ほ
の
う
ず
に
、
三
人
と
も
、
う
っ

か
り
、
風
呂
銭
ば
忘
れ
て
き
た
ご
ど

に
気
付
え
だ
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
な

じ
よ
に
す
た
ら
（
ど
う
し
た
ら
）
風

呂
銭
ば
払
わ
ね
ー
で
出
ら
れ
っ
か
ど
、

い
ろ
い
ろ
相
談
す
た
ん
だ
ど
。
ほ
だ

げ
ん
と
も
、
あ
ん
ま
り
え
え
考
え
も

浮
が
ん
で
こ
ね
ー
が
っ
た
ん
だ
ど
。

ほ
ん
で
、
ザ
ル
、
タ
マ
ゴ
、
ダ
ル
マ
順

の
番
に
自
分
さ
都
合
え
え
言
え
わ
げ

す
た
ら
、
よ
が
ん
べ
ー
ど
、
い
う
ご
と

に
な
っ
た
ん
だ
ど
。

　
初
め
に
、
ザ
ル
が
出
ん
べ
！
ど
す

て
、
「
風
呂
銭
は
」
ど
、
ゆ
わ
れ
だ
っ

け
エ
（
い
わ
れ
た
ら
）

「
ざ
っ
ぷ
り
入
っ
た
ん
だ
も
の
、
払

わ
な
く
と
も
、
え
が
す
ぺ
っ
ち
ゃ
（
よ

い
で
し
ょ
う
）
」
ど
ゆ
っ
て
、
大
手
振

っ
て
出
で
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、

　
二
番
目
に
、
タ
マ
ゴ
が
、
そ
こ
っ

と
（
こ
っ
そ
り
）
、
出
ん
べ
ー
ど
し
て
、

つ
か
ま
っ
と
、
「
タ
マ
タ
マ
、
お
湯
さ
入

っ
さ
き
た
ん
だ
も
の
、
払
わ
な
く
と

も
、
え
が
す
ぺ
っ
ち
ゃ
」

　
ど
、
ゆ
え
な
が
ら
、
こ
ろ
こ
ろ
、

こ
ろ
が
る
よ
う
に
し
て
、
逃
げ
で
っ

た
ん
だ
ど
。

　
最
後
に
、
ダ
ル
マ
の
番
に
な
っ
た

ん
だ
ど
。

「
風
呂
銭
は
」
ど
、
ゆ
わ
れ
だ
っ
け

エ
「
ダ
ル
マ
に
お
あ
す
（
お
足
一
お

銭
）
が
、
あ
る
も
ん
か
、
ダ
ル
マ
に

お
あ
す
が
、
あ
る
も
ん
か
」
ど
、
ゆ

え
な
が
ら
、
ゆ
で
ダ
コ
の
よ
う
に
真

っ
赤
に
な
っ
て
、
踊
り
コ
ば
踊
り
な

が
ら
、
出
で
っ
た
ん
だ
ど
。
こ
ん
で

お
し
ま
い
。
ち
ゃ
ん
、
ち
ゃ
ん
。

す
め
で
十
五
把

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
こ
、

長
者
が
、
え
だ
ん
だ
ど
。
一
人
娘
が

年
頃
に
た
っ
た
ん
で
、
婿
殿
ば
探
す

て
だ
ん
だ
ど
。
物
好
き
で
通
っ
て
る

長
者
は
門
口
さ
藁
束
ば
｝
把
お
え
だ

ん
だ
ど
。
ほ
う
す
て
、
こ
の
藁
束
ば

十
五
把
に
数
え
た
者
ば
婿
に
も
ら
う
、

ど
い
う
立
札
ば
立
で
だ
ん
だ
ど
。

　
あ
る
日
の
ご
ど
。
長
者
が
一
休
み

す
て
だ
っ
け
エ
（
し
て
い
た
ら
）
見

が
げ
は
わ
り
ー
げ
ん
と
も
（
悪
い
が
）

き
り
っ
と
し
た
ど
ご
の
あ
る
若
え
者
　
4

が
、
藁
束
ば
持
っ
て
、
ツ
カ
ッ
カ
入
　
1

っ
て
き
た
ん
だ
ど
。
ほ
う
す
て
、
「
戸

口
ま
だ
え
で
、
に
は
（
庭
H
二
把
）

あ
り
、
軒
下
に
鍬
（
九
把
）
あ
り
、

且
那
殿
の
額
に
す
わ
（
雛
巨
四
把
）

あ
り
、
す
め
で
（
し
め
て
）
十
五
把

だ
」
ど
、
ゆ
っ
て
、
藁
把
ば
長
者
お

か
げ
で
、
ぶ
ぢ
投
げ
で
、
振
り
め

ぎ
も
す
ね
ー
で
、
サ
ッ
サ
ど
、
行
っ

っ
ま
ん
た
ど
だ
ど
。

ヒ
ョ
ー
　
ロ
ッ
タ
ー

ヒ
ョ
ー
ロ
ッ
タ
ー

　
む
が
す
、
む
が
す
の
ご
ど
だ
っ
た

ん
だ
ど
。
油
揚
ば
く
わ
え
だ
ト
ン
ビ

が
、
屋
根
の
上
さ
と
ま
っ
て
だ
ん
だ

ど
。
ほ
え
ず
ば
（
そ
れ
を
）
見
だ
カ

ラ
ス
が
、
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
、

「
買
っ
た
の
が
ア
ー
」
ど
聞
え
だ
ん

だ
ど
。
ほ
す
た
っ
け
エ
（
そ
う
し
た

ら
）
、
ト
ン
ビ
が
ヘ
ヒ
ョ
ー
ロ
ッ
タ
ー

ヒ
ョ
ロ
ッ
タ
ー
」
ど
鳴
き
な
が
ら
、

飛
ん
で
っ
た
ん
だ
ど
さ
。

’
【

、
　
4

●
－
二

生
活
の
知
恵

鈴
木

繁

ソ
　
バ

の
　
食
　
べ

　
ソ
バ
は
ウ
ー
メ
ン
と
と
も
に
現
在

は
米
に
次
ぐ
食
糧
で
、
信
州
（
長
野

県
）
の
ソ
バ
が
全
国
的
に
有
名
で
あ

る
。
宮
城
県
の
仙
南
地
方
で
は
蔵
王

山
ろ
く
の
柴
田
郡
の
川
崎
と
刈
田
郡

か
　
た

の
七
ケ
宿
が
有
名
だ
っ
た
が
、
現
在

は
、
ど
ち
ら
も
産
出
量
が
い
た
っ
て

少
な
い
。
こ
こ
に
、
ソ
バ
の
食
べ
か

た
を
簡
単
に
書
い
て
み
よ
う
。

　
○
ソ
バ
カ
デ

　
約
一
昼
夜
、
水
に
つ
け
て
か
ら
蒸

か
し
、
こ
れ
を
よ
く
天
日
で
干
し
て

カ
ラ
カ
ラ
に
し
た
の
を
御
飯
に
混
ぜ

る
。
つ
ま
り
、
カ
テ
と
し
て
食
べ
る
。

　
O
カ
ユ
モ
チ

　
鍋
や
釜
に
水
』
升
二
・
八
屓
）

に
ソ
バ
粉
五
合
の
割
に
、
ち
ょ
う
ど
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
つ
く
る
と
き
の
よ
う

に
、
少
し
ず
つ
入
れ
て
熱
湯
に
し
て
、

ス
リ
コ
ギ
か
二
本
合
わ
せ
た
竹
の
棒

で
よ
く
か
き
回
し
な
が
ら
練
る
。
練

り
終
る
と
、
だ
い
ぶ
堅
く
な
る
が
、

こ
れ
に
、
ヘ
ラ
で
さ
い
の
目
に
割
り

を
入
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
お
湯
を
約

五
合
入
れ
て
煮
て
、
ヘ
ラ
で
底
の
ほ

う
を
す
く
っ
て
焼
き
つ
か
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
お
湯
が
底
に
も
回
る
よ

う
に
す
る
。
火
に
か
け
る
と
、
そ
れ

こ
そ
す
ぐ
に
煮
た
つ
。
こ
れ
を
「
そ

ば
粉
の
そ
ら
煮
た
ち
」
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
か
ら
、
て
ん
で

に
茶
碗
に
わ
け
る
（
盛
る
）
。
タ
レ
は

別
の
茶
碗
か
お
椀
に
入
れ
て
食
べ
る
。

ソ
バ
タ
レ
に
は
、
か
つ
お
ぶ
し
ダ
レ
、

ね
ぎ
ダ
レ
、
ご
ま
ダ
レ
、
じ
ゅ
う
ね

ん
ダ
レ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
サ

ワ
サ
ワ
し
て
、
な
か
な
か
う
ま
い
。

一
升
の
ソ
バ
粉
が
あ
れ
ば
七
・
八
人

か
ら
十
人
ぐ
ら
い
で
食
べ
ら
れ
る
。

　
○
ソ
バ
キ
レ

　
ソ
バ
屋
で
も
、
自
分
の
家
で
も
適

当
に
の
ば
し
て
切
っ
て
食
べ
る
。
た

だ
、
ウ
ド
ン
粉
を
混
ぜ
な
い
で
、
ソ

バ
粉
だ
け
の
も
の
は
堅
く
て
、
ま
る

で
箸
の
よ
う
に
キ
コ
キ
コ
し
て
い
る
。

一
度
に
ソ
バ
粉
一
升
の
キ
バ
キ
レ
を

食
べ
る
人
も
あ
る
と
い
う
。

「
員
距
巨
睦
髄
区
巨
畦
巨
距
睦
巨
目
距
巨
距
巨
庭
距
畦
睦
距
距
匹
距
距
巨
睦
酵
障
臼
巨
区
畦
晒
巨
巨
鱒
鮭
鮭
巨
騨
曄
髄
員
距
距
距
巨
巨
巨
鱒
藝
距
翼
E
員
鱒
諫
騒
睦
曄
巨
騒
区
距
鯉
距
距
蛭
距
距
匹

　　　　置　　　躍　　唱蹴

立而
歌

善昆
壇

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
V

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

書
き
終
へ
て
筆
洗
は
ん
と
座
を
立
て
ば
外
は
し
き
り

に
粉
雪
の
舞
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

母
逝
き
て
ひ
と
と
せ
過
ぎ
し
ふ
る
里
の
庭
に
思
ひ
出

の
連
翅
芽
ぶ
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
結
城
絹
子

な
か
ぞ
ら

中
天
に
満
月
か
か
り
凍
て
土
に
着
ぶ
く
れ
し
わ
れ
の

影
は
短
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

雪
原
に
い
ど
む
隊
員
の
た
く
ま
し
く
遠
き
に
あ
ら
ぬ

南
極
の
夜
明
け
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

手
を
と
り
て
共
に
巽
き
た
し
君
の
も
つ
か
な
し
み
裡

に
し
み
て
く
る
夜
半
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

刀1

股

兵
　
三
　
選

ワ
畿

亀

土
手
庭
の
笹
の
根
方
も
池
の
辺
も
黄
に
咲
き
匂
ふ
福

寿
草
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

暖
冬
に
草
花
の
芽
ぶ
く
陽
だ
ま
り
に
犬
の
寝
息
に
な

ご
む
ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

如
月
の
強
風
す
さ
ぶ
窓
の
外
梅
の
花
白
く
ゆ
れ
に
ゆ

れ
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
巻
沙
記
子

し
ん
し
ん
と
蔵
王
山
麓
に
雪
舞
ふ
も
ハ
ン
ド
ル
は
軽

し
わ
が
村
の
路
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
英
子

冬
の
陽
は
茶
の
間
の
奥
に
射
し
入
り
て
花
瓶
の
花
の

影
を
つ
く
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
敏
子

　
俳
壇
鈴
木
貞
二
選

沈
丁
の
花
芽
に
寒
気
居
据
り
て
　
　
八
島
葉
子

（
評
）
き
た
ぐ
に
の
春
は
お
そ
い
の
が
、
つ
ね
で
あ

　
る
。
四
方
の
山
々
の
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糸磯灘　．鎌灘灘継濾
．慈遜　、鰯薮識難蒸 ・薦懸，劣、あ識． 麟

税の窓ロ
　　　　　　　　　　　　　　　口■

お　固定資産課税台帳従覧

し　固定資産課税台帳の従覧を今年

らは次のとおり行いますのでご利用

せ下さい。

板〉とき　昭和54年4月5日～4月

　　24日まで（ただし日曜、祝日を

　　除く）執務時間内

　〉ところ　白石市役所税務課

　　特に昨年相続、贈与、売買及び

　家屋の新増築、取鍛等を行った方

　は台帳を確認して下さい。また登

　録等にあやまりがあった場合の修

　正する期間でもありますのでぜひ

　おいで下さい。

　　電話での問い合わせは受け付け

おませんのでご了承下さい。

し　確定申告が間違っていたときは

ら　昭和ち3年分所得税の確定申告の

せ受付は、3月15日で終りました。

ことに気付いたときは、昭和55年

3月15日までの間に「更正の請求」

を行うことができ、請求が正当で

あれば、納め過ぎの税金が返され

ます。

［＞確定申告を，忘れていたとき

　申告期限後でも確定申告をする

ことができますが、加算税などが

かかりますのでなるべく早く申告

した方が有利です。なお、手続な

どで分からない点は、大河原税務

署か市役所で行っています税務相

談におたずね下さい。

学校長の推せん書とともに教育委

員会に提出して下さい。

　なお日本育英会などから奨学金

を受けている人はご遠慮ください。

〉奨学資金の償還

　1貸付期間満了の6ケ月後から
　　　　　　　　　　　　　　　お
　月賦均等償還の方法により貸付
　　　　　　　　　　　　　　　し
　を受けた期間の2倍に相当する
　　　　　　　　　　　　　　　ら
　期間内に償還します。（繰上償還

　　　　　　　　　　　　　　　せ　をすることができます。）
　　　　　　　　　　　　　　　板
　2償還金は納入通知書により市

　内の収入代理金融機関に納入し

　ます。くわしくは市教育委員会

　庶務課（費5～2111内線4
　　　　　　　　　　　　　　　　　董
　14、415）にお問い合せ下
　さい。

募 集

板ところで・確定申告書を提出した

　後、計算違いなどで申告内容を訂

　正したい人やうっかりして申告を

　忘れた人はすく・に確定申告をする

　必要があります。

　〉税額を間違って申告したとき

　　所得や税額の計算を間違って確

　定申告をし、後で①納めた税金が

　少なかったり、還付を受けた税金

　が多いことに気付いたときは「修

　正申告」をすることができます。

　②また、反対に、税金を納め過ぎ

　たり、還付を受ける税金が少ない

　　市内に1年以上住んでいる人の

　子弟で高等学校以上の学校または

　これと同等の学校に在学する、心

　身ともに健全で経済的な事由で、

　学資の支弁が困難な学生を対象に

　奨学生を募集します。

〉募集人貝　　（応募状況により変更

　　することがあります。）

　　大学生5人以内

　　短大生3人以内

　　高校生2人以内

　〉奨学資金の額

　　大学生（月額）2万円

　　短大生（月額）2万円

　　高校生（月額）1万円

　〉申請の手続き

　　教育委員会事務局に申請用紙が

　ありますから所定の事項を記入し

　　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　青年の船　　せ
　　　　　　　　　　　　　　　板
　昭和54年度第7回「宮城県青年

の船」の団員を募集しています。

〉応募資格　日本国籍を有し昭和

　54年1月1日以前から県内に居

　住し4月1日現在で20歳以上30

　歳未満（昭和24年4月2日～昭

　和34年4月1日生まれ）の男女

［＞募集人員　360名

〉募集期間　4月2日から5月12

　日まで

〉訪問先　フィリピン共和国、沖

　縄県
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〉日程　8月23日から9月7日ま

　で（16日間）

〉経費　参加負担金15万円、　諸経

　費（パスポート申請、ユニホー

　ム等）約3万5千円

〉欠格条件

　①過去に国’地方公共団体の行

　った同種の事業に参加し海外渡

　航の経験のある者

　②大学（短大も含む）　高等専

　門学校　高等学校等に在学中の

　者（勤労学生、生徒を除く）

〉申込み先　白石市教育委員会

　社会教育課（曾5～2111内

　線411〉
　　　働く婦人の家

　今年度の講座受講生を募集して

います。お友達お誘いの上申込み

下さい。

［＞申込み　4月12日まで働く婦人

　の家へ（受講料無料　教材費実

　費は個人負担）

　くわしくは（盈5～5095）

レ講座別募集人員

講座　名

習字教室
華道（小原流）

洋裁教室

やきもの教室

料理教室

人員

20名

〃

〃

〃

〃

実施曜日

第1・3出

〃

　　勤労青少年ホーム
　働く若人の憩の場、交流の場、

研修の場として利用するための施

設です。現在8講座と8サークル

で一日の仕事を終えたひとときを

有意義に利用している仲間がいま

す。

　4月からの講座生を募集してい

ます。又同時にサークル会員も募

集中です。友達を誘いあってホー

ムの自主的活用をしましょう。

下さい。頒価1部3，500円くわし

くは（智5～2111内線411）
まで。

第2・4仕）

第1・3㈹

第1・3㈱

白角線にフリーバス運行

時　問

1～3

〃

〃

10～12

〃

講座名
日本舞踊若柳流

料 理

茶道裏千家
華道　池　坊

華道小原流
和 裁

剣 道

着 付

グループ名

ファーストラブ

サークルピンポン

Y　F　D　C
サークル
　スイトピー

社交ダンス

好愛岳－
一
＝
膠

民

サークル
　くいしんぽう

サークル
　バドミントン

期 間

1ヶ年毎週月曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週火曜日

1ヶ年毎週木曜日

1ヶ年毎週金曜日

1ヶ年毎週土曜日

短　期毎週土曜日

短　期毎週金曜日

例会日

毎土

毎火木

毎火

毎木

毎　木

毎　金

毎　土

毎金

目的・活動

フォーク

交流試合

フォーク

ママさん
　コーラス

茶道（煎茶）

きもの着付

社交ダンス

七宝焼教室

和裁教室

〃

”

”

〃

〃

〃

〃

第2・4困

”

第2・4㈱

策1・3囲

第2・4翻

F’

6～8

〃

1～3

10～12

〃

アート

フラワー

社交ダンス

民謡練習

料理の研究

交流試合

材木岩、虎岩植物謂査報告書発刊

　教育委貝会では材木岩、虎岩周

辺地域の植物調査報告書を発刊い

たしましたので、購入希望の方は

教育委貝会社会教育課まで申込み

　宮城交通では白角線（白石～柳

沢公民館経由～角田）にフリーバ

スを走らせることになセ）ました。

路線バスの利用者が年々減少して

きているため、その対策として、

バスの利用し易さを考えて取り入

れられた乗降方式であ酢）、既に昨

年、県内2路線で実施しており、

大変好評を得ております。

　白角線の場合白石から坂端経閾

柳沢公民館前間を運行するうち坂

端～柳沢公民館間がフリー乗降区

間にな『）ます。

　バスの運行確保のため、カーブ

ーブや道中の狭い場所など、他の

交通の妨げとなるような場所では

停車しませんので、ご利用される

方は、つぎのことに注意してくだ

さい。

〉乗り降りは、早めに合図を。

　乗るときは…道巾の広い、安全

　な場所で、バスがきたら手をあ

　げて合図して下さい。

　降りるときは…早めに降りる場

　所を乗務員に合図して下さい。

　　相談業務は市民課で

　4月1日から市民相談室が廃止

され、相談業務は市民課のなかで

行います。なお業務は4月1日か

ら5月7日までは、いままでどお

り市民相談室で、その後窓口は市

民課になります。

　　あなたとわたしのふるさと祭り

伝統に新しさを加えた心のふるさと祭り

　　　　　4月15日（日）

　　　　臼石春まつり
民謡踊卜）、稚児行列、山車、太鼓屋台

子どもみこし、大人みこし、神楽

主　催　　　白石春祭協議会

春の山火事防止運動
「消したはず、消えたはずから山の火事」

たきびの跡始末を完全にすること。

　たばこの吸穀は完全に消すこと。

山に入ったらマッチ等は使用しないこと。

　火入の許可は必ずとること。

林内での子供の火遊びに注意すること。

■6



三種混合定期
　　　予防接種
　ジフテリア、百日咳、破傷風（三

種混合）の定期予防接種（第一期）

をおこないます。この予防接種は

予防接種法に基づいて実施するジ

フテリァ、百日咳と保護者の不安

が著しい破傷風の予防接種を同時

におこなうものです。

1　期日　4月13日　㈹

2　場所と時間　市民会館

　　　　13時30分～14時30分

3　料金無料

4　接種するお子さん

　昭和51年10月1日～昭和52年3

月31日までの出生者

5　その他　（1）問診票は必ず記載

して当日持参して下さい。（2〉母子

手帳も持参して下さい。（3）身体に

異常がある場合、接種前にかか『）

4月

つけの医師の診断をうけるなどの

処置をとって下さい。14）破傷風の

接種を希望しない場合、事前に市

衛生課にご連絡下さい。

ポリオ生ワクチン投与

　急性灰白髄炎（小児マヒ）予防

のためポリオ生ワクチンの経口投

与を実施いたします。お子さんの

健康に十分留意されて定められた

期日に投与を受けて下さい。

1［＞期日　4月4日㈱

　　対象者　昭和53年7月1日か

　ら昭和53年12目31日までに出生

　したお子さん……1回目

　［＞期日　4月10日㈹

　　対象者　昭和53年1月1日か

　ら昭和53年6月30日までに出生

　　したお子さん……2回目

　昭和53年1月1日以前の出生i者

日

2

3

5

9

10

〃

11

12

19

〃

23

〃

24

25

26

区　　　分

健康相談
妊婦教室

健康相談
妊婦相　談

3ケ月児健診

健康相談
妊婦相　談

健康相談
妊　婦相　談

1歳6カ月児健診

3カ月児健診

健康相談
妊婦相談
6カ月児健診

健康相談

妊婦相談
12ヵ月児健診

3歳6カ月児健診

健康相談
妊婦相　談

6カ月児健診

受付時悶
9　：30－11；30

13：00～14：00

9　：30～11　：30

13：00～14：00

12：40～12：50

9　：30～11　：30

13：00～14＝00

g　：・30～11＝30

13：00－14：00

12：30時間厳守

12：40～12：50

9：30～11：30

13＝00～14：〔）0

12：40～12：50

9　：30～11　：30

13：00～14：00

13：00～13二10

12　＝30～12：50

9　：30～11　．30

13：00～14；1）0

12：40～12二50

対象地区

白石地区

〃

越河地区

〃

全地　区

大平地区

〃

白川地区

全地　区

〃

小原地区

白石以外

斉川地区

全地　区

〃

福岡地区

白石地区

場　　　所

白石市役所
〃

備　　考

越河公民舘『

市　民会舘

大平公民舘

白川公民舘

市　民会舘

小原公民舘

市　民会舘

斉川公民舘
〃

市　民会舘
〃

福岡公民館

青少年ホーム

53．12．8
54．1～5

52．10

53．12．8
～54．　1　．12

53．10

53．4

50．10

53．10

3歳6ヵ月児健診通知は出しません。

保

鰯ぞ礁磋

” 淘

　でまだ投与をうけていないお子

　さん及び1回の投与しか受けて

　いない生後48月までのお子さん。

2　時間　いづ’れも13時30分～14

時30分

3　料金無料

4　場所　市民会館

5　その他　（1）問診票は必ず記載

　し当日持参して下さい。（2〉母子

手帳も持参下さい。（3）身体に異

常がある場合投与前にかかりつ

けの医師の診断を受けてくださ

　いo

月日

4／1

8

15

22

29

唐o

5／3

5

6

内　　科

亘理医院
5～8501

大沼医院
5～2502

広瀬医院
5～0238

芭　医院
5～2410

加藤（司）医院

5～2001

引地医院
5～2036

柿崎医院
5～2210

亘理医院
5～8501

大沼医院
5～2502

外　　科

刈田病院
5～2145

宮城医院
5～・2602

刈田病院
5～2145

加藤（大）医院

6～2653

堤　　医院
5～1181

朝倉病院
5～2101

銭谷医院
5～2010

宮城医院
5～2602

刈田病院
5～2145
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